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3. 4ミク田ン帯マルチモード光パラメトリック発振券を用いた

メタンの相関分光計潤手法

Correiation spectroscopic measurement of methane

using mu絶.毒mode 0両cal parametric oscillator at 3.4 jmm
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We ar◎ deveをoping包measuremenもte油n毒qu◎ for me触ane usir唱a correls絶ion speOtroscopy. A

m漉毒mode叩鮎亀をp轟ram軸をc os¢盲紺地r奴3.尋匹m言s used as ‡aser source. 0画caf charactenstics

o机h⑳壬aser system was stud毒eel and the毒as℡r wave昔ength was adjusted using a m◎触ane cell.

1.はじめに

筆者らは,マルチモードレーザーを光源とする相関分光法によるメタン計測手法の提案を行い.

実際に灘定システムの開発を行っているO灘定のシミュレーションにより, 3. 4ミクロン帯のメタン

の吸収線を用いて,光路長が200mで, 1パルスあたりの受信光強度検出の信号対雑音比が1

30の場合. 2000ショットの測定によy. 1 %の灘定靖度で野外大気中メタンの測定が可能であ

ることを明らかにしている[Mo今回は,レーザー光源部分の開発を中心に報告する｡

2.メタンの相関分光計測手法

開発中のシステムをF…g. 1に示す｡レーザー光源には,メタンの吸収線の広がりよりも広いスペ

クトル鴎のマルチモードレーザーを蔭層するoレーザー光のスペクトルには,メタンによって吸収

される成分と,吸収されない成分が含まれている｡メタンガスセルは,メタンによって吸収される

成分を除くフィルターとして働くので,ビームスプリツタ-によLi!セルあり,セルなしの2台の検出器

で受光すれば,メタン濃度を導出することができる｡

F庭l Measurement system for methane
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Fig.3 Temperature dependence of laser

wavelength
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Fig.4 Transmittance of methane cell as

a function of signal w令velength

3.レーザー光源の開発

レーザー光源は,半導体レーザー励起のYAGレーザーをポンプ源とし, KTA結晶による党パラ

メトリック発振蕃により1. 5ミクロン帯のシグナル光と. 3ミクロン帯のアイドラ光を発生させているo

レーザーのパルス出力は10 JLI Jで,繰り返し周波数は1 kHzである｡

開発したレーザー光源の時間経過韓性,温度特性,振動也衝撃の影響の評価を行ったOレーザ

ー波長の時間変化をF鹿. 2に,波長の温度依存性をFig. 3に示すo各種試験によって得られた

鰭果は,開発したレーザー光源が野外の長時間測定にも耐えられることを示している.

次に,メタンガスセルを用いてレーザー波長の設定を行った｡レーザーのシグナル光を光スベラ

ムアナライザーでモニターしながら,メタンセルがある場合,無い場合のレーザー出力をパワーメ

ーターでモニターした｡セル長は1 cmとし. 1気圧のメタンを封入したOシグナル光の中心波長に

対するセルの透過率をF毒g. 4に示す｡シグナル光の中心波長が1 544. 3nmの時に,セルによ

る透過率が32%となった.これは, 341 6nmのメタンによる吸収線に相当する.メタンセルの透

過率は,レーザーモードの広がりと,メタン吸収線の広がりを考慮に入れた場合,妥当な値となっ

ている｡この透過率が最舶こなる波長に,レーザー波長を設定した｡

今後,開発したレーザー光源を用いて,メタンの分光特性の測定,野外計測の実証実験などを行

っていく予定である｡

[ 1 ]A.M盲nato, T.Kobayashi and N.Sugimoto: Jpn.J.App!.Phys.(in press)
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